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謹んで令和８年の新春をお祝い申し上げます。皆様におかれましては、希望
に満ちた一年を穏やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
埼玉県電気工事工業組合が無事に新年を迎えることができましたのは、ひと
えに組合員の皆様、関係諸機関の皆様、埼玉県民の皆様の温かいご支援の賜物
であり、厚く御礼申し上げます。
私は、令和７年５月に沼尻前理事長からバトンを受け継ぎ、理事長を拝命い
たしました。就任以来、先輩方が築かれた歴史と伝統を受け継ぎつつ、時代の
変化に即した新たな組合の姿を目指し、組織の再構築と体制強化に取り組んで
まいりました。
組合を取り巻く環境は依然として厳しく、担い手不足の深刻化や法改正への
対応、電気設備の高度化・複雑化など、業界全体で解決すべき課題は山積して
います。こうした変化の中でこそ、私たちが互いに支え合い、知恵を出し合い
ながら前進していくことが求められています。
理事長就任にあたり、組合としての理念と方向性を明確にするために「ビ
ジョンマップ」を新たに策定いたしました。
パーパス（存在意義）として、「電気工事に関わる仲間が相互に連携し、安
全な電気インフラを提供することで、安心できる社会と明るい未来を創出す
る」ことを掲げ、ミッションには「連携と革新を通じて、仲間と共に成長し、
活気あふれる電気工事業界を牽引する」ことを明文化しました。そして目指す
ビジョンとして「埼玉県内のすべての電気工事会社が共に支えあう連携拠点と
なる」ことです。バリュー（行動指針）には「共創・専門性・信頼・貢献・挑
戦」の５つの価値観を定め、これを活動の礎としてまいります。
このビジョンマップは、組合のあらゆる活動を一つの方向へと導く羅針盤で
あり、組織の力を最大限に引き出すための基盤となるものです。
その実現に向け、①地域社会から信頼される組織づくり、②次代を担う人材
の育成、③業界の地位向上という三つの重点施策を掲げ、具体的な取り組みを
推進してまいります。
まず、地域社会から信頼される組織づくりでは、地域貢献活動や埼玉県並び
に全市町村と締結した防災協定を通じて「地域に必要とされる組合」としての
存在価値を高めてまいります。
次代を担う人材の育成については、未来の業界を担う若手経営者層である青
年部会との連携をさらに強化します。一昨年の青年部会創立40周年記念式典
で示された、若い世代の企画力と実行力、そして仲間との熱い結束力は、当組
合に不可欠な未来への活力です。今年は、本部役員と青年部会役員との合同会
議を通じて、相互理解を深め、若手が組合運営の中核を担う機会を創出するこ
とで、組織全体の人的基盤の強化を図ります。
また、業界の地位向上に向けては、官公庁・関連団体との連携を深め、適正
価格の実現や技術力の発信など、業界全体の評価を高める取り組みを強化して
まいります。
変化の激しい時代だからこそ、私たちが一丸となり、互いの力を信じ合うこ
とが何よりも大切です。
全ての組合員企業と支部、本部、そして青年部会が「共創」の精神で連携す
ることで、組織はより強く、しなやかに成長できると確信しています。
これからも、誇りある電気工事業界を次の世代へとつなげていくため、全力
で取り組んでまいります。
結びに、本年が皆様にとりまして希望に満ちた一年となりますよう心よりご
祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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明けましておめでとうございます。埼玉県電気工事工業組合の皆様には健
やかに令和 8年の新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。
初めに、昨年 1月に八潮市で発生した道路陥没事故でお亡くなりになられ
た方の御冥福をお祈りするとともに、御家族、関係者の方々にお悔やみを申
し上げます。
また、地域の皆様には、多大なる御不便、御迷惑をお掛けし、心からお詫
び申し上げるとともに、様々な御協力に感謝を申し上げます。
大規模下水道は上水道と異なり止めることができない上に、更新や点検・
調査の手法が確立していないなど、今回の事故は多くの教訓を残しました。
本事案で判明した様々な課題を国や全国に提言・発信し、未然防止対策を国
と共に推進してまいります。
さて、本県は「人口減少・超少子高齢社会の到来」と「激甚化・頻発化す
る自然災害などへの危機対応」という 2つの歴史的課題に直面しています。
活力あふれる埼玉の未来を築くには、これらの課題に敢然と立ち向かう中長
期的な施策を実行していくことが必要です。
例えば、企業の価格転嫁をきめ細かく支援する地域連携の取組は「埼玉モ
デル」として全国から高い評価を得て、41都道県に拡大しています。賃上げ
の正のスパイラルにつなげて、今年も本県が全国の持続的な経済構築をリー
ドしていきます。
新しい年には「歴史的課題への挑戦」、そして「日本一暮らしやすい埼玉」
の実現に向けた取組を更に前に進めていきます。
人口減少下でも強い経済を構築するには、労働生産性の向上が不可欠で
す。社会全体のDXの推進や渋沢MIX を中心としたイノベーション創出など
の取組と併せ、県庁もデジタルを前提に、業務の生産性と県民サービスの向
上を図ります。
「埼玉版スーパー・シティプロジェクト」による持続可能なまちづくりや、
医療・福祉人材の確保、サーキュラーエコノミーの推進など将来を見据えた
施策を進めるとともに、県土の強靭化や「埼玉版 FEMA」など危機への備え
を深化させていきます。
さらに、今年は現行の「日本一暮らしやすい埼玉」5か年計画の総仕上げ
の年として、「こどもまんなか社会」を目指す取組をはじめ、「あらゆる人に
居場所があり、活躍でき、安心して暮らせる社会」の実現を確かなものにし
ていきます。
今年 11月には全国健康福祉祭、「ねんりんピック」を本県で初開催し、人
生 100年時代を豊かに過ごせる社会づくりを進めます。
また、本県のいちごや梨などが全国で高い評価を得ており、今年は県育成
の最も新しいお米「えみほころ」の本格生産も始まります。是非、県のおい
しい農産物を御賞味ください。
今年は「午（うま）」年です。埼玉県が未来に向けて力強く前進する年とな
るよう皆様と共に「ワンチーム埼玉」で取り組んでまいります。
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新年明けましておめでとうございます。
埼玉県電気工事工業組合の皆さまにおかれまして
は、ご家族お揃いで健やかに新年をお迎えになられ
ましたことを、心よりお慶び申し上げます。
また、貴組合ならびに組合員の皆さま方からは、
平素より東京電力グループの事業運営に格別のご愛
顧とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと、梅雨入り・梅雨明けが例
年より大幅に早まり、「数十年に一度レベルの異常気
象」と評されるほどの猛暑となりました。日本全国
の平均気温は平年を2.36℃上回り、1898年の統計
開始以来、最も高い値が記録されました。また、地
球温暖化や異常気象との関連が指摘されており、全
国各地での大雨被害や過去最大級の大規模な山林火
災の発生など、日常生活への影響はますます深刻化
しております。
また、昨年1月には、八潮市で道路陥没事故も発
生いたしました。近年は、こうしたインフラ設備の
老朽化に伴う災害も発生するなど、新たな様相を呈
した災害も顕在化しました。
社会インフラを支える弊社といたしましては、安
定供給を全うし、地域の皆さまに安心して電気をお
使いいただけるよう、また、カーボンニュートラル
社会の実現と防災に強いまちづくりにも貢献できる
よう邁進してまいる所存ですので、貴組合をはじめ
関係者の皆さまにおかれましては引き続きのお力添
えをよろしくお願いいたします。
さて、日頃より貴組合の皆さまには、TEPCOコ

ミュニティサポート事業において、弊社管内で最も
高い工事成約実績にご貢献いただき、心より感謝申
し上げます。このたび、弊社関係会社であるテプ
コ・ソリューション・アドバンス株式会社におい
て、管内全域で施工機能のプラットフォーム化が
実現したことにより、今後ますます多様化するお客
さまニーズに面的にお応えする施工商材の拡充をは
かることができました。三者の連携を一層強化し、
TEPCOコミュニティサポート事業のさらなる成長
を推進していく所存でございます。
また、電気工事の早期化につきましては、「計画
通りに施主様へ建物を引き渡す」ため、標準工程日
数の共有を通じて、共通の相場観を醸成することが
重要と考えております。本年は、社内の受付システ
ムの拡充を計画しておりますが、その円滑な運用に
は、申請手続きを行っていただく貴組合員の皆さま
のご協力が不可欠でございます。貴組合とは、Win-
Win の関係を継続するとともに、これまで以上の信
頼関係を築いてまいりたいと考えておりますので、
引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
結びとなりますが、本年が貴組合ならびに組合員
の皆さまにとって、さらなる飛躍と発展の一年となり
ますこと、そして皆さまのご健勝とご多幸を心より祈
念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

New Year
Greetings

東京電力パワーグリッド株式会社
執行役員　埼玉総支社長

杉本　順

令和 8年 新年のご挨拶
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新年、明けましておめでとうございます。
埼玉県電気工事工業組合員の皆さま方におかれま
しては、ご家族と共に明るく健やかな新年を迎えら
れたこととお慶び申し上げます。平素から弊協会の
事業運営につきまして、貴組合ならびに組合員の皆
さま方より格別のご高配を賜り、心より厚く御礼申
し上げます。
さて、昨年を振り返ってみますと、全国的には令
和7年も猛暑や集中豪雨などの災害に加えて、秋に
はクマによる人的被害の発生が続きました。埼玉県
内でも1月に八潮市の道路陥没事故があり、その後
の8月には行田市下水道点検にて作業員4人が死亡
する事故が発生いたしました。私たちの電気業界で
も、電力需給の不安定化やエネルギー政策の変化、
さらには災害の多発など、予測が難しい事象が相次
ぎましたが、組合員のみなさまが日々の現場で積み
重ねた努力と責任感が、地域の安全と安心を大きく
支えてくださったものと想像いたしております。
一方、明るい話題といえば、大阪・関西万博が開
催され盛況であったことやノーベル賞で生理学・医
学賞と化学賞の2部門で日本人受賞者が挙げられる
と思います。また、メジャーリーグでイチローの殿
堂入りや大谷選手の3年連続4回目MVP受賞も明
るい話題となりました。また、女性初の首相誕生や
トランプ大統領による相互関税、米価格高騰など昨
年の干支である乙巳（きのと・み）で言われる「努
力を重ね、物事を安定させていく年」とは反対に激
変の年でもありました。

本年に目を向けますと、電気設備を取り巻く環
境はさらなる高度化が進むことが予想されます。再
生可能エネルギーの導入拡大や蓄電池システムの普
及、EV充電インフラの整備推進、そして住宅・商
業施設におけるスマート化など、多様な技術が加速
度的に進展しております。これらに対応していくた
めには、従来の技術や経験に加えて、新しい知識の
習得・運用が欠かせません。
貴組合も新理事長のもと、「ビジョンマップ」を策
定され、「電気工事に関わる仲間が相互に連携し安全
な電気インフラを提供することで、安心できる社会
と明るい未来を創出する」をパーパスとされていま
す。電気が生活にますます浸透されていくなかで、
安心して生活できる社会へ貢献されておりますこと
に敬意を表する次第です。
また、今年の干支は丙午（ひのえ・うま）です。
ご存知の通り干支は十干と十二支の組み合わせでき
ており60年で一回りしますが、弊協会は奇しくも
2月 15日に創立60周年を迎えます。それにあわ
せる訳ではありませんが今年はスマート保安の適用
をはじめ、昨年一時的にお断りせざるを得なかった
新規受付を再開し、これまで以上に、お客さま設備
の安全に貢献していきたいと思います。
最後に、本年が、貴組合の希望に満ちた飛躍の
一年となりますよう心から祈念申し上げますととも
に、引き続き弊協会の活動に温かいご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げ、新年のごあいさつ
とさせていただきます。

一般財団法人 関東電気保安協会
埼玉事業本部長

友近　秀和

令和 8年 新年のご挨拶

412026  vol.195
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支部長新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
組合員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、県工組ならびに浦和支部の運営に関しまして、格別のご理解ご協力賜り厚く

御礼申し上げます。
昨年も、止まらぬ物価高騰に悩まされ資材の価格は一向に下がる気配のないまま今もど

んどん値上がっていき今年も 1月から順次値上げが決まっているものもあります。
それだけではなくありとあらゆる資材が不足しており工事を円滑に進めることが困難に

なるなど様々な影響を受けているのが現状でございます。
時代とともに業界も日々変化していくことだと思いますが、その時々で何ができるのか

考えながら過ごしています。
今年は午年らしく駿馬のごとく勢いに満ちた飛躍の一年となりますように。
結びに、組合員の皆様とご家族のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げまして新年の

ご挨拶とさせていただきます。

浦和支部

支部長

浅野　浩二

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
皆さまにおかれましては、穏やかに新年をお迎えのことと存じます。
昨年は、設備の高度化や人材確保に加え、物価高や電力需給の不安定化、脱炭素・再生

可能エネルギーの推進など、業界を取り巻く環境が一層複雑化した一年でした。
そのような中でも、安全を最優先に現場を支えてくださった組合員の皆さまの努力と誠

実な働きぶりに改めて深く感謝申し上げます。
本年も、組合員の皆さまが安心して業務に取り組める環境を大切にしつつ、日々の安全

確保と技術向上に努めてまいります。変化の多い時代ではありますが、共に知恵を出し合
い、持続可能で安定した業界づくりを進めてまいりましょう。
支部活動としては一昨年に続き昨年も県外研修会を開催し、山梨県に行ってまいりまし

た。また、青年部会を中心としたゴルフコンペなど多数のイベントを行い、仲間との懇親
も深めることができました。本年も数々の活動を行い組合の良さを実感していただけるよ
う努めるとともに、組合員の増強に励んでまいります。皆さまにとりまして、健やかで充
実した一年となりますよう心より祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

大宮支部

支部長

荻原　　要

新年明けましておめでとうございます。
埼電工組組合員の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申

し上げます。
旧年中は格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。
令和 7年度通常総会にて、支部長を拝命いたしました。このような大役に身が引き締

まる思いです。長年に渡り支部長を務められてきた藤田前支部長から支部長を引き継ぐに
あたり、まだまだ力不足を感じているところではございますが、精一杯頑張りますので、
皆様のお力添えをいただければと存じます。
また、埼電工組では、事業委員長という大役を仰せつかり、組合員の皆様の技術や工事

品質の向上のサポートを中心とした活動や技能競技大会など様々な事業を行っております。
川口支部におきましては、今まで取り組んで来たボランティア活動等は継続して実施し、

新体制においては時代の変化を先取りし、社会や組合員の皆様のニーズに応えられる支部
運営をして行きたいと思います。
結びに、埼玉県電気工事工業組合の皆様とご家族のご健康とご多幸をお祈り申し上げま

して、新年のご挨拶とさせていただきます。

川口支部

支部長

外村　達也

5 1 2026  vol.195
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支部長新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
組合員の皆様におかれましては、健やかに新年を迎えられたことと心よりお喜び申し上

げます。昨年中、組合本部役員の皆様、支部の組合員の皆様には温かいご指導、ご協力を
賜り心より御礼申し上げます。
久喜支部は新役員体制のもと「活気ある支部運営」をスローガンに事業を展開してまい

りました。また TEPCOコミュニティサポート・共同購買等の事業も徐々に大きくなり、
支部運営にはなくてはならないものとなってきております。ボウリング大会・親睦バスツ
アーなど組合員の家族・従業員の方々にも参加していただき、親睦を深めることが出来ま
した。
今後も「組合員のための組合事業」を進めていきたいと思っております。結びに、埼電

工組並びに組合員の皆様のご多幸をご祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

久喜支部

支部長

恩田　正則

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は県工組ならびに行田支部の運営に、多大なるご理解とご協力を賜り、謹んで感

謝申し上げます。
さて、昨秋に高市内閣が発足し、経済安全保障や国土の強靭化が国家の重要政策として

推進される中で、2025年は、未来の社会像を示す「大阪・関西万博」も開催され、日本
全体が新たな可能性を拓く年となりました。
更に大きな変化の中で、脱炭素社会を目指すGXや生産性を高めるDXへの取組が本格

的に実現しており、社会インフラを支える私たち電気工事業界の役割は、ますます重要性
を増しております。
また、これらの社会要請に応えるため、喫緊の課題である人材不足の解消に向けて、行

田支部では、高等学校電気科の生徒を対象とした企業見学ボランティアを実施するなど、
若年層の人材確保の一助となる活動を継続しております。
今年度も県本部のお力添えをいただき、本事業を実施できることとなりましたことは、

偏に組合員の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
結びに、埼玉県電気工事工業組合の益々の発展と、組合員の皆様双方関係各位のご健勝

とご多幸を心より祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

行田支部

支部長

大島　征二

新年明けましておめでとうございます。
組合員様、組合関係の皆様方は穏やかな新年をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。
旧年中は、皆様より県本部並びに熊谷支部活動に多大なる協力を賜り心より厚く御礼、

感謝申し上げます。
昨年は、日本初女性首相の高市内閣総理大臣誕生、埼電工組においては 14年振りに佐

藤隆行第 8代目新理事長が誕生し、新しい目標を掲げスタートいたしました。
また、日頃より熊谷支部の運営、共同購買事業、活動として親睦を図る新年会、ゴルフ

コンペ、熊谷市主催防災訓練の参加及び出展、一泊旅行、熊谷支部青年部会設立 40周年
記念、青年部会森林ボランティア、熊谷市ロードサポートでの照明灯清掃点検ボランティ
アの参加協力をしていただき、一歩一歩、和が着実に広がっていると実感しております。
今後も地域に必要とされる埼玉県電気工事工業組合熊谷支部を組合員様と共に作り、仲

間を広げていきたいと願っております。
結びに、皆様のご健康とご多幸、更なる発展と素晴らしい一年となりますよう心より祈

念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

熊谷支部

支部長

安部　末明
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支部長新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
このたび、加藤前支部長より秩父支部の運営を引き継ぎ、新支部長としてご挨拶申し上

げます。まずは、長年にわたり支部を牽引され、数々の成果を残された加藤前支部長に心
より敬意と感謝を申し上げます。
昨年は例年通り、青年部会主催の森林ボランティアが秩父地域の横瀬町で開催され、多

くの青年部会員が参加し盛大に行われました。秩父支部としても協力させていただき、参
加者の皆様には改めて感謝申し上げます。
秩父支部においても組合員の高齢化や後継者不足による退会が続いており、これを食い

止めるために真剣に取り組まなければなりません。一方で、竣工調査業務や異動作業業務
は順調に推移し、秩父夜祭の臨時工事も無事故で完了いたしました。これらは地域にとっ
ても組合員にとっても重要な事業であり、今後も安全・安心を第一に、さらなる活性化を
図り、新たな組合員獲得へとつなげてまいります。
支部長として、これまでの取り組みを継承しつつ、未来に備えた組織づくり・人づくり

を一層推進してまいります。役員一同が力を合わせ、秩父支部の発展に尽力する所存です。
結びに、埼電工組並びに各支部の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念し、新年のご挨拶

とさせていただきます。

秩父支部

支部長

髙橋　英之

新年あけましておめでとうございます。組合員の皆様におかれましては、輝かしい新年
をお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は小川支部に対しまして、格別のご理解ご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
ご承知の通り、このところの材料費の急騰、部品調達の停滞等、一事業所の努力だけで

はカバーしきれない潮流の中にあって、あらゆる業種が非常に厳しい状況に直面していま
す。当小川支部も、諸問題を抱え毎年のことながら、綱渡り状態の運営が続いております
が、支部組合員、事務局の皆様の絶大なるご協力をいただきながら、精一杯努力していく
所存でございます。
まずはこうして無事に新しい年を迎えることができたことを感謝する気持ちだけは、大

切にしたいと思っておりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。
結びに、組合員の皆様にとって素晴らしい一年となりますよう心よりお祈り申し上げま

して新年の挨拶とさせていただきます。

小川支部

支部長

岡野　友幸

新年あけましておめでとうございます。
令和 8年の新しい年を迎え、謹んで新春のお慶び申し上げます。
旧年中は、県や市などの行政機関の方々、建設業関係の方々、電気産業の方々には当組

合ならびに川越支部の活動に多大なるご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
2026年は電気設備の高度化や省エネルギー化が一層進み、私たち電気工事業界に求め

られる役割はますます重要となっております。川越支部といたしましても、技術力向上と
安全施工の徹底を柱に、地域社会から信頼される組織づくりを進めてまいります。
また、業界全体の課題である深刻化する人手不足への対応も、喫緊の取り組みとして進

めてまいります。会員相互の連携を強化し魅力発信、若手技術者の育成も一層進め、地域
の将来を支える人材の確保にも努めてまいります。
本年度が皆様にとって実り多き一年となりますように心から祈念し、年頭のご挨拶とさ

せていただきます。どうぞ本年も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

川越支部

支部長

吉野川裕之
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あけましておめでとうございます。

組合員の皆様におかれましては、お健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。

昨年中は、飯能支部の活動にご支援ご協力を賜り心より御礼申し上げます。昨年を振り

返ってみますと、大阪・関西万博が開催され、世界中から多くの人々と最新技術が集まり

ました。この国際イベントを通じて得た経験やつながりを大切にし、私たちの業界もさら

なる成長と発展につなげていければと思います。

今年も組合員皆様とともに安全第一で、調査業務、TEPCOコミュニティサポート事業

等で質の高い施工を目指してまいりたいと思います。支部長として研修や情報発信を行っ

て、電気工事業界の発展を推し進めていく所存ですのでよろしくお願い申し上げます。

本年も皆様にとりまして幸多き年となりますようご祈念申し上げます。

飯能支部

支部長

後藤　　健

新年明けましておめでとうございます。
組合員のみなさまにおかれましては、お健やかな新年を迎えたこととお慶び申し上げま

す。旧年中は、支部組合員の皆様方には支部の事業につき、ご支援ご協力賜りまして厚く
御礼申し上げます。また、支部運営を担っていただいた役員の皆様、支部活動、各種ボラ
ンティア活動に参加いただいた組合員の皆様には心より感謝申し上げます。近年では地球
環境の変化に伴い、さまざまな自然現象が発生しております。特に地震や森林火災など自
然発生的な現象でそれに伴う電気設備による停電で二次的被害により規模の拡大、期間の
長期化が発生しております。まさしく電気工事業界ならびに電気工事工業組合の重要性を
再確認するところであると考えます。
本年は、昨年の【巳年】「再生と変化」に続き飛躍の年【午年】であります。この干支は「活

発」「躍動」「発展」を象徴する年とされています。飛躍の新年といたしまして組合員の皆
様方におかれましても、組合事業を通じて情報交換を交えながら組合加入のメリットを実
感できるような運営に心がけるよう努めたいと考えております。
結びに、埼玉県電気工事工業組合の発展と組合員の皆様方のご健康ご多幸をご祈念申し

上げ新年の挨拶とさせていただきます。

所沢支部

支部長

新井　敏夫

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、令和 8年の新春をご家族お揃いでお健やかにお迎えのことと

心からお喜び申し上げます。
旧年中は県工組並びに支部の運営に対しましてご支援ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
一昨年の電気工事技能競技全国大会に埼玉県代表としての参加に続き、昨年の１０月に

行われた全関技術競技大会において埼玉県代表としてわが支部が参加し、見事優勝という
快挙を成し遂げてくれました。選手の皆さん、そして今回関わってくれた全ての人に感謝
を申し上げます。
そして私事ですが、今年度より県の副理事長という役を拝命することとなりました。
昨年のこの時期には思いもよらなかったことでしたが、受けたからには頑張って職務を

全うしていきたいと思います。
ただ、その為に我が支部だけを見ていることができないかもしれません。組合員の皆様

には迷惑をかけることもあるかもしれませんが、どうか私を信じて応援していただけない
でしょうか。何卒よろしくお願い申し上げます。
結びに、全ての組合員の皆様にとって素晴らしい 1年になりますよう心よりお祈り申

し上げまして、新年の挨拶とさせていただきます。

志木支部

支部長

川井喜一郎

支部長新年のご挨拶

812026  vol.195



9 1 2026  vol.195

支部長新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
組合員の皆様におかれましては、御家族とともに健やかに新春を迎えられたことと心よ

りお喜び申し上げます。旧年中は、越谷支部の事業運営につきまして、多大なるご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
今年度より越谷支部の支部長をお預かりし諸先輩方のご指導ご鞭撻を賜りながら、越谷

支部運営を務めさせていただいております。
越谷支部として、親睦を深めつつ社会貢献の一環としてチャリティゴルフコンペを開催

し、越谷市に青少年育成のための寄付金を贈呈いたしました。また、大規模災害が起きた
際の電気工事業としての役割について再認識するため、災害対策会議も開催し、有事への
備えを改めて共有できました。
電気工事業界は、依然として人材不足や資材価格の高騰など、多くの課題に直面してお

りますが、私たちはこれらの課題に立ち向かい、技術の向上と安全の徹底を常に心がけな
ければなりません。今後も組合員が直面する課題に対し、支部が一丸となって解決策を模
索し、組合本来の役割を果たしてまいります。
結びとなりますが皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。

越谷支部

支部長

近藤　昭彦

新年あけましておめでとうございます。
組合員の皆様におかれましては健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は本庄支部の運営に対しご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
本年も変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
昨年は、電気設備の更新需要の高まりや省エネ化の推進、また自然災害への備えとして

のインフラ強化など、業界全体が大きく動いた一年でございました。組合の皆様におかれ
ましては、各種講習会や安全研修の充実、若手育成への取り組みが進み、地域の電気工事
品質の向上に大きく寄与されたことに深く敬意を表します。
本年は、これまで培ってきた協力関係をさらに強化し、より安全で高品質な電気工事業

界の発展に貢献できるよう、誠心誠意努めてまいります。引き続き変わらぬご指導ご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。
皆様のご健勝と、組合のさらなるご繁栄を心よりお祈り申し上げます。

本庄支部

支部長

逸見　公一

新年あけましておめでとうございます。
組合員の皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
また、昨年中は、東松山支部の運営に対し多大なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。
昨年は、我が国初の女性総理大臣が誕生し新しい時代の転換期を迎えたと思います。
埼玉県電気工事工業組合も佐藤理事長のもとで新体制となり新たなスタートとなりました。
私も東松山支部長を仰せつかり、半年が過ぎました。
まだまだ至らぬところもありますが、皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
2026年の干支は「丙午」です。これは 60年に一度巡ってくる干支で、「丙」は火の性質、

「午」も活気や情熱を象徴するため、炎が燃え上がるような勢いや活力を表し、事業の発
展や努力が実を結ぶ年とも言われます。この勢いにあやかりまして、本年は皆様と共に好
スタートを切りたいと思います。
結びに、組合員の皆様のご健康とご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせてい

ただきます。

東松山支部

支部長

江野　一政
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新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては健やかに令和 8年の新
春をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、日頃より春日部支部の運営に対し、ご理
解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
国政においては、初の女性総理大臣が誕生して国が大きく変わることを期待すると同時

に、我が埼玉県電気工事工業組合も佐藤理事長を筆頭に新しいリーダーによる活発な運営
がすすんでいるところです。しかし、春日部支部を取り巻く状況は、組合員の高齢化や組
合の良さを発信することが出来ずに、組合員減少の歯止めが出来ない状態となっています。
この状況を打開するため、役員一同知恵を絞りアンテナを張り邁進してまいります。支部
長任期中一貫して「組合員のための組合活動・役立つ事業・興味を引く事業・楽しい事業」
を提案していきます。組合員相互の親睦を深め共通の悩みを補い、組合に入会して良かっ
たと思っていただけるように努力してまいります。2026 年は午年にちなんで、力強く、
目標に向かって突き進む一年となりますよう一緒に頑張りましょう。
最後に、皆様のご健康とご多幸をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

春日部支部

支部長

伊藤　正一

新年あけましておめでとうございます。組合員の皆様におかれましては、健やかに新春
をお迎えのこととお喜び申し上げます。
旧年中は上尾支部の運営に際し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年は、物価上昇や人手不足が続く中、社会全体で「賃上げ」や「働き方の見直し」が

進んだ一年でした。
私たち電気工事業界におきましても、技能者の高齢化や後継者不足といった課題に直面

しながらも、安全で確実な施工を通じて地域のインフラを支えるという使命のもと、日々
努力を重ねてまいりました。
上尾支部におきましては、こうした社会状況を踏まえ、組合員の皆様が安心して事業を

継続できるよう各種活動や情報共有を通じて支援に努めてまいりました。
本年も引き続き、現場の声を大切にしながら、より良い環境づくりと地域社会への貢献

を目指して取り組んでまいります。
結びに、埼玉県電気工事工業組合のさらなる発展と、組合員並びにご家族の皆様のご健

康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

上尾支部

支部長

安井　秀樹

明けまして、おめでとうございます。

皆様におかれましては、健やかに令和8年の新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

支部長として２期目を迎えました。組合員様の役に立てるよう努力した１期目でした。

事業継承、組合員様の高齢化など問題が多くありますが組合員様同士、非組合員様も巻き

込んで助け合い進んでいきましょう。

電気工事業は、世の中に無くてはならないものです。時代の変化、技術の進歩と目覚ま

しく発展していく時代です。

草加支部では、創立 40周年を迎え組合員様と一体となり埼玉県電気工事工業組合の発

展に努めることはもとより、諸事業の推進にも全力で尽くしていく所存です。

埼玉県電気工事工業組合の皆様、社員、ご家族様のご健勝、ご多幸をお祈りいたします。

草加支部

支部長

髙橋　　博

支部長新年のご挨拶

1012026  vol.195
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「TEPCOコミュニティサポート」が銅賞を受賞
全日電工連第 7回優良事業工組表彰

第 30回全関技術競技大会で埼玉県チーム（志木支部）が優勝
確かな技術と団結力で栄えある栄冠を獲得

▲組織活性化研修会での発表の様子

▲競技の様子

▲表彰状を受け取る大元副理事長

10 月 16日（木）に北海道札幌市で開催された全日本電
気工事業工業組合連合会（米沢寛会長）の「第 36回電気
工事業全国大会」での「第 7回優良事業工組表彰制度」に
おいて、当工組の「TEPCOコミュニティサポート」が銅
賞に選出され、佐藤隆行理事長の代理としてこの事業を担
当した電力事業推進委員会委員長の大元浩司副理事長に表
彰状と副賞が授与された。
また、組織活性化研修会では、大元浩司副理事長が事業

の内容を発表し、全国から集まった参加者が当工組の取り
組みに関心を寄せた。
この優良事業工組表彰は、全日電工連の連帯意識の高い

組織を基盤に、変化に素早く対応し、地域に貢献する組織
の確立を目指し、各地の優良事業の水平展開を図ることを
目的として平成 25年に創設されたもので、当工組は今回
の入賞を含め次の 9事業が入賞・選出されている。

第 1回　 銅賞「埼玉県及び埼玉県内全市町村との防犯・防
災協定」

第 2回　 銅賞「環境保全のための森林ボランティア活動」
優良賞「埼玉県下一斉『防犯灯』『道路照明灯』
等の外灯無料点検の実施」

第 3回　 特別賞「共同購買事業」、「工業高校生のものづく
りコンテストの全面支援」

第 4回　金賞「工業高校生電気工事士資格取得支援事業」
第 5回　 銀賞「埼玉県との太陽光発電サポート事業に関す

る協定の締結」
第 6回　事業発表「Web申込システムの代行申請」
第 7回　銅賞「TEPCOコミュニティサポート」

公益社団法人全関東電気工事協会（天野春夫会長）は
10月 22 日（水）に、「第 30回全関技術競技大会」を東
京都日野市の東京電力パワーグリッド㈱総合研修センター
で開催した。
競技の結果、埼玉県チームとして出場した当工組の志木

支部（川井喜一郎支部長）が優勝し、班長の田中幸二氏（㈲
田中電器）、山本明徳氏（㈱ハヤサカ電気）、小林正紀氏（㈱
ハヤサカ電気）、赤池忠徳氏（㈲赤池電気）の 4選手の代
表として田中班長へ「経済産業省 関東東北産業保安監督部
長賞」の賞状が授与された。
この競技大会は、電気工事の的確な施工と安全を重視し

た基本作業の定着及び公衆安全の確保を図るとともに、非
常災害時には、迅速かつ適切な電気の復旧作業が求められ
るため、日頃の技術・技能の研鑽が重要であり、復旧工法
の工夫や改善、安全意識を向上させ、改善成果の確認並び
に好事例を公表し、より高いレベルの定着化を図り、緊急
時対応にそなえることを目的として行われている。
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▲出場選手一同

第 16回森林ボランティア活動を実施
森林の育成に貢献

▲参加者集合写真

当工組は 10 月 28 日（火）の午前
9時から、埼玉県秩父郡横瀬町大字芦ヶ
久保地内の公益社団法人埼玉県農林公
社の営林地において、森林ボランティ
ア活動を開催し、青年部会（石井健太
郎会長）の会員を中心に 54名が参加
して、桧の枝打ち作業を行い、森林の
育成に貢献した。
この森林ボランティア活動は平成

18年度から実施しており、今回で 16
回目の開催となる。
入山式では、青年部会の弓木大輔副

会長の司会進行のもと、羽鳥隆行副理
事長と青年部会の石井会長が挨拶を述
べ、続いて、来賓の横瀬町の井上雅国
副町長、（公社）埼玉県農林公社常務
理事、東京電力パワーグリッド㈱熊谷
支社秩父事務所長が挨拶を述べた。
（公社）埼玉県農林公社の 4名の指
導員から、枝打ち作業を行う上での注
意事項の説明を受けた後、参加者は 4
班に分かれ、営林地でノコギリを使っ
て作業を行った。
当日は好天にも恵まれ、作業を行う

には絶好の日和となり、参加者は高所
の枝を打つために一本ハシゴに乗り、
黙々と枝打ち作業を行い、計画地域の
作業を終了した。
作業終了後は場所を移動して、秩父

湯元武甲温泉で昼食会を実施し、この
活動の更なる継続を誓った。

埼玉県チームの過去の優勝年度
平成 10年度　第 8回大会　 小川支部
平成 16年度　第 13回大会　越谷支部
平成 17年度　第 14回大会　本庄支部
平成 19年度　第 16回大会　春日部支部
平成 24年度　第 20回大会　大宮支部
平成 26年度　第 22回大会　久喜支部
平成 30年度　第 26回大会　秩父支部
令和 7  年度　第 30回大会　志木支部

▲枝打ち作業の様子
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建設マスターに小島常務理事、建設ジュニアマスターに藤村氏
長年の研鑽と次代を担う技術力で国の顕彰に輝く

令和 7年度「優秀施工者国土交通大臣顕彰（建設マス
ター）」および「青年優秀施工者不動産・建設産業局長顕
彰（建設ジュニアマスター）」において、当工組の小島昇
氏（川口支部、㈱リョウデン 代表取締役）が「優秀施工者
国土交通大臣顕彰」を、藤村侑輝氏（春日部支部　㈲藤村
電気工事　専務取締役）が「青年優秀施工者不動産・建設
産業局長顕彰」を受賞し、10月 28日（火）に文京シビッ
クホールで行われた顕彰式典において、両氏に顕彰状が授
与された。
「優秀施工者国土交通大臣顕彰」は、国土交通省が建設
産業の第一線で「ものづくり」に携わる方々に誇りと意欲
を持っていただくとともに、その社会的評価の向上を図る
ことを目的として、特に優秀な技能・技術を持ち、後進の
指導・育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々
を対象として、平成 4年度から「優秀施工者国土交通大臣
顕彰」を実施している。
また、「青年優秀施工者不動産・建設産業局長顕彰」は、

平成 27年度から、建設マスターに達するまでの技能の向
上のインセンティブを与えることを目的として、優秀な技
能・技術を持ち、今後更なる活躍が期待される青年技能者
の方々を対象として「青年優秀施工者不動産・建設産業局
長顕彰」を実施している。

▲ 建設ジュニアマスターを受賞した藤村氏（左）と建設マスターを受
賞した小島氏（右）

▲ 賞状を手にする受賞者（表彰式出席者）　　　　　　　
左から梅窪氏、大窟氏、垣沼氏、奥山氏、宮本氏

令和７年度「電気安全表彰」で当工組から６名が受賞
永年にわたる電気保安への功績が高く評価

経済産業省関東東北産業保安監督部および電気安全関東
委員会は、11月 11日（火）に、さいたま新都心合同庁舎
第 1号館講堂で令和 7年度「関東東北産業保安監督部長表
彰」および「電気安全関東委員会委員長表彰」の合同表彰
式を開催した。
この表彰は、電気保安において永年にわたり保安の確保

に努め、その功績が極めて顕著である事業所、個人および
団体等に対して表彰するもので、当工組から 6名が受賞の
栄誉に輝いた。

当工組の受賞者は次のとおり。
【関東東北産業保安監督部長表彰】
　〈個人の部　電気工事士〉
　　大 宮 支 部　　奥山　英紀氏（㈱エイデン）
【電気安全関東委員会委員長表彰】
　〈電気安全功労者・電気工事士〉
　　大 宮 支 部　　宮本　　武氏（㈱武州電設）
　　志 木 支 部　　梅窪　広志氏（三英電技工業㈱）
　　東松山支部　　江野　一政氏（㈲江野電気）
　　草 加 支 部　　垣沼　孝行氏（㈲カキヌマ電化）
　〈電気安全功労者・現場第一線従事者〉
　　川 越 支 部　　大窟　　晃氏（㈱おぎでん）

両氏とも建設事業の第一線にあって業務に精励し、常に
技術と技能の向上に努めていることが認められこの度の受
賞となった。
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チャリティ親睦ゴルフ大会を開催
社会貢献活動の一環として 163名が参加

支部長研修会を開催
法制度と組合運営の知識を強化

当工組は 11月 17日（月）、森林公園ゴルフ倶楽部（埼
玉県大里郡寄居町）において、埼電工組チャリティ親睦ゴ
ルフ大会を 163名が参加し、盛大に開催した。
本大会は、組合としての社会貢献活動の一環として開催

したもので、社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会「こども
食堂・未来応援基金」へ寄付するチャリティイベントであり、
趣旨に賛同した各支部組合員をはじめ電材業者、賛助会員
など幅広いメンバーが一堂に会する貴重な機会となった。
当日は早朝より好天に恵まれ、先頭スタートとなる 7時

25 分を皮切りに、多くの参加者が笑顔でティーオフし、
秋の澄んだ空気の中で爽快なラウンドが繰り広げられた。
ラウンド中は、真剣勝負のショットから仲間同士の笑い

声まで、各組で温かい交流が生まれた。初対面の方々もプ
レーを通じて自然と打ち解け、同じ業界で働く仲間として
のつながりを深められる場となった。また、森林公園ゴル
フ倶楽部ならではの豊かな自然と戦略性の高いコースが、
プレーヤーの腕前を存分に引き出し、終始活気あふれるコ
ンペとなった。
プレー終了後は成績発表と賞品授与を行い、豪華賞品に

加え、幅広く賞を設定したことで、上位以外にも多くの方
が賞品を手にした。
今回の大会では、チャリティを通じた社会貢献と、業界

内の親睦促進という二つの目的が大きく達成された。

当工組は 11月 21日（金）午前 10時 30分から埼玉電
気会館 5階大会議室において支部長研修会を開催した。
冒頭、佐藤理事長が挨拶し、研修の趣旨説明が行われ、「支

部長の役割や業務を正しく理解していただくため、全日本
レベルでも行われている内容を本県としても実施すること
といたしました。電気工事士という職業がどのように成り
立ってきたか、また電気工事業法、電気工事士法、組合法
など、私たちの仕事を支える法律を知ることは、支部長の
皆さまにとって不可欠です。組合事業や支部運営に関わる
知識も含め、今日の研修を通して理解を深めていただけれ
ば幸いです。」などと述べた。
研修会では大元浩司副理事長から「電気保安 4法の理解」

について講義があり、電気工事業界の働きかけによって法
律が制定された経緯が解説され、業界の発展と安全確保に
おける組合の使命について参加者が理解を深めた。
また、西川潤総務部長から「組合の成り立ち」「組合員

に関する知識」「組合管理と支部長の役割」について説明
があり、組合組織の基本から支部長が担う具体的な実務ま
で、重要なポイントを再確認した。
途中、休憩を挟み、「委託事業の基礎知識」「新技術によ

る環境の変化」「危機管理と災害対応」といった専門性の
高い内容についても解説が行われ、支部長としての役割・
知識・責任を再確認する有意義な機会となった。

▲ 佐藤理事長（左から２人目）

▲ 挨拶する佐藤理事長
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9
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木

土

川越支部
川越高等技術専門校での太陽光
発電技術講習の実施

川口支部
青木北小学校下校時の見守りボランティア

浦和支部
「減らそう犯罪の日」ボランティア

川越高等技術専門校にて太陽光発電技術講習を実施しまし
た。吉野川支部長・平野副支部長・柴崎副支部長と、太陽光発
電の講師として㈱エネリードの狩野講師で講習を行いました。
初日は机上で原子力発電・サンシャイン計画・省エネ法

などの講義を行い、生徒同士のディスカッションを交えた
授業が行われました。翌日から２日間は、実践的な実技の
他、各種工具の使い方や使用上の注意点などを指導しまし
た。実習に真剣に取り組む生徒とともに、有
意義な３日間となりました。
川越支部HP  ht tps : //setsub i - i t . com/

kumiai/saidenko-kawagoe/

川口支部は埼玉県防犯のまちづくり推進条例により定め
られた「減らそう犯罪の日」に合わせ、青木北小学校の下
校時見守りボランティアを実施しました。
外村支部長をはじめ副支部長が低学年の児童の下校時間

に合わせ人通りの少ない道路に立ち、安全に下校できるよ
う声掛けをしながら誘導を行いました。
今後も犯罪や事故が起きにくい環境づくりを続けてまい

ります。
川口支部の活動をホームページに掲載して

います。
ぜひご覧ください。

https://setsubi-it.com/kumiai/kawaguchi/

浦和支部は、夕方に浦和支部事務所へ集合し、さいた
ま市立別所小学校周辺で児童の見守りパトロールを行いま
した。日没が早まり、犯罪のリスクが高まる季節を迎える
中、地域の子どもたちが安心して過ごせる環境づくりを目
的として、見守り活動に取り組みました。
埼玉県防犯のまちづくり推進条例では、県民の防犯意識

の向上と県民参加により犯罪減少を図るため、１０月１１
日を「減らそう犯罪の日」と定め例年自主防犯活動団体に
よる県下一斉パトロールを実施しています。
今後も地域に貢献できるように継続して取り組んでまい

ります。

▲講義の様子

▲参加した組合員

▲集合写真

▲実技の様子

10 7-9
火-木
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11 14
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土 火

日

志木支部
「減らそう犯罪の日」に自主防犯
パトロールを実施

越谷支部
「減らそう犯罪の日」一斉パトロール

行田支部
第22回こうのす花火大会の清掃作
業に参加

10月 11日（土）の
「減らそう犯罪の日」に
一斉パトロールを有志
により実施しました。
当日の夕方、北朝霞

駅周辺を、誘導灯を手
にパトロールし、道行
く人々に注意喚起を促
しました。
今後もお世話になっ

ている地域の方々のお
役に立てるように、さ
まざまな活動を継続し
ていきたいと考えてい
ます。

県が定める「減らそう犯罪の日」の活動として、越谷市
立越ケ谷小学校周辺で下校時の児童見守りパトロールを近
藤支部長、役員、組合員８名で実施しました。
防犯パトロールのベストを着用し、下校時間に交通量の

多い交差点で子供たちに声をかけながら誘導しました。
子供たちからは「防犯パトロールありがとうございま

す。」とお礼の言葉をかけてもらいました。
終了後、近藤支部長は、「地域の防犯活動に積極的に取り

組み、子供達が犯罪や交通事故に遭わないように活動を続
けていきます。」と地域貢献に対する思いを語りました。

10月 11日（土）に鴻巣市の秋の風物詩「第22回こう
のす花火大会」が、糠田運動場および荒川河川敷で盛大に
開催されました。
当日は、夜空に約2万発もの花火が打ち上げられたほ

か、最新技術を駆使したドローンショーも行われ、会場は
多くの観客で賑わいました。
翌朝には、地域の団体や住民による会場周辺のボラン

ティア清掃活動が行われ、 行田支部からも鴻巣地区の組合
員8名が参加し、他の団体と協力しながら約1時間にわ
たって清掃を行いました。
今後も、魅力あるまちづくりのために、地域活動への積

極的な協力を続けてまいります。　

▲参加した組合員と作業の様子

▲パトロールの様子
気をつけて帰りましょう！

▲児童の下校を見守る組合員

10 23
木

上尾支部
第18回労働災害防止安全大会

「第18回労働災害防止安全大会」を、あげお富士住建
ホールで開催しました。
安井支部長より「大会を通じて安全意識を一層高め、災

害ゼロを目指して取り組むことが重要である」との挨拶の
後、東京電力パワーグリッド㈱埼玉総支社 上尾地域技術
サービスグループによる「安全の目指すべき姿と至近の災
害発生状況について」の講話が行われました。
続いて、社会保険労務士法人 吉池労務管理事務所 特定社会

保険労務士による「安全な職場環境のための助成金基礎セミ
ナー」が行われ、最後に「安全への誓い」を唱和し、全員で
労働災害の撲滅と安全意識の定着を誓い大会を閉会しました。

▲安全大会の様子
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11

11

2

3

日

月

本庄支部・小川支部
ふかや災害備えフェス

草加支部
草加商工会議所祭りに参加

深谷市役所屋外レンガコリドー会場において「ふかや災
害備えフェス」に参加しました。
今年度は昨年度までの総合防災訓練の代替として、深谷市

役所と深谷市福祉協議会の共催により、継続的な市民向けの啓
発実施および実践的な訓練実施を目的として開催されました。
当日は逸見本庄支部長、濱田小川副支部長以下8名が参

加し、防災啓発ブースにて感震機能付き分電盤の展示、災
害等に関する電気の相談窓口の設置、パンフレット等の配
布を行い、電気火災防止のための感震ブレーカーの取付を
多くの来場者に推奨することができました。

草加市を代表する恒例イベント「草加商工会議所祭り」
が開催され、当日は時折強風が吹く場面もありましたが、
暖かな陽気に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました。
支部からは10名が参加し、支部ブースでは、毎年恒例

となっているヨーヨーの販売を行い、子どもたちはヨー
ヨー釣りを楽しんでいました。
また、住宅電気工事センターのチラシやウエットティッ

シュの配布を通じて、住電工の周知活動をはじめ、電気の
安全使用のPRや分電盤詐欺の注意喚起に努めました。
地域の方々とふれあう、貴重な一日となりました。

▲挨拶をする新井支部長

▲参加者集合写真

▲参加した組合員

▲県北６支部代表挨拶　熊谷支部　安部支部長

▲大元副理事長による安全講話の様子▲フェスの様子

▲安全宣言をする川合青年部会長

11 4
火

県北6支部（熊谷・秩父・小川・本庄・東松山・行田支部）

第18回県北6支部合同安全大会を開催
熊谷市大里コミュニティセンターで、今年で１８回目と

なる「県北６支部（熊谷・秩父・小川・本庄・東松山・行
田）合同安全大会」を開催いたしました。
熊谷警察署長、熊谷労働基準監督署長、東京電力PG熊

谷支社長のほか熊谷支社から３名と、安全講話の講師とし
て大元浩司副理事長にご臨席いただき、また６支部から多
くの組合員が参加しました。
安全講話の後、江野東松山支部長の発声で、参加者全員

で引込線請負工事作業員十訓を唱和。最後に、髙橋秩父支
部長による安全宣言で、「経営者と現場作業員が一丸となっ
た労働災害・電気事故・交通事故の撲滅」を誓いました。

10 24
金

所沢支部
労働災害防止安全大会

所沢市中央公民館1、2号室で、組合員17名が参加し
「労働災害防止安全大会」を開催しました。

川合副支部長の開会宣言後、保険会社から「太陽光発電
設備の盗難と対策」について安全講話をしていただき、各
加入型について説明がありました。続いて関東電気工事業
企業年金基金から制度の紹介がありました。
最後に川合青年部会長が、力強く「労働災害絶滅」の誓

いを宣言し、参加者全員で「今一度締める心と安全帯」「安
全は基本動作の積み重ね」「確認しよう作業手順」を唱和
し、安全大会は終了しました。
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Instagram始めました

フォロー
お願い

いたします !

11 9
日

行田支部
商工祭・忍城時代まつりで地域貢献

行田支部青年部会の会員7名は、行田商工会議所が主催
する第46回行田商工祭・忍城時代まつりに参加し、地域
住民へ電気の安全使用の周知活動を行いました。
当日はあいにくの雨模様でしたが、来場者に漏電遮断

器や感震ブレーカーの重要性を伝えるチラシを配布しまし
た。さらに、会場には防犯カメラの見本を展示し、防犯意
識の向上を目指しました。 熱心に質問する来場者の姿も多
く見られ、関心の高さがうかがえました。
イベントの終わりには、主催者から協力に対する謝辞と

ともに、今後の継続的な活動への期待が寄せられました。

▲参加した組合員

▲商工祭の様子

11 11
火

行田支部
古代蓮の里、花の苗植えボランティア

行田市の名所「古代蓮の里」で、冬から春にかけて園内
を彩る花の苗植えボランティアを実施しました。
冷たい風が吹く季節となりましたが、当日は穏やかな天

候に恵まれ、行田地区の組合員7名が参加しました。施設
の担当者と協力しながら、園路沿いの花壇へ、ビオラとパ
ンジーの苗を一つ一つ丁寧に植え付けました。
桑原行田地区長は「今後も緑化保全活動として、季節に

合わせた花々の植え付けを継続し、美しい景観づくりに協
力していきたい。」と、今後の抱負を述べました。

▲参加した組合員

▲作業風景

11 13
木

行田支部
鴻巣駅前クリスマスイルミネー
ション設置ボランティア活動を実施

鴻巣地区では、鴻巣駅東口前コウノトリシンボル塔花壇
へのクリスマスイルミネーション取り付け作業を、今年も
無事完了いたしました。
この活動は、今年で20年目を迎え、地域の冬の風物詩

として、イルミネーションが今年も輝きを放ちます。
組合員11名が参加し、高所作業車4台を使用し、作業

にあたりました。参加組合員皆様のご協力のおかげで、事
故なく無事に作業を行うことができましたことに心より感
謝申し上げます。
鴻巣地区組合員一同、今後も自治体や他団体と連携し、

地域を彩る貢献活動に尽力してまいります。

▲参加した組合員
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11 15
土

所沢支部
所沢航空記念公園清掃ボランティア

紅葉もすすむ秋晴れの中、所沢支部では航空記念公園で
の清掃ボランティアを実施いたしました。
支部役員を中心に組合員16名と、高校生1名、小学生

2名が参加し、活気のある活動となりました。
散歩やジョギングをされる方たちのご迷惑にならないよ

う、竹箒でゴミや落ち葉を清掃し、ゴミ袋4袋とリサイク
ル袋5袋分を集めることができました。
作業後、新井支部長から参加者への労いの言葉と、「今後

も継続的に地域貢献活動を実施していきたい」との挨拶が
あり、活動を締めくくりました。

▲清掃の様子と集合写真

11 15
土

草加支部
三郷産業フェスタに参加

三郷市で産業フェスタが開催され、草加支部も出店しま
した。毎年恒例のキャラクターヨーヨーの販売と、ペット
ボトルホルダーを販売しました。
多くの子供達がヨーヨー釣りを楽しんでいました。
抜けるような青空で暖かかったこともあり、ペットボト

ルホルダーが完売しました。
今年度は、住宅電気工事センターのチラシ配布と、分電

盤詐欺の注意喚起も行いました。
地域住民の方々に組合と住電工センターを知ってもらう

事が出来た1日となりました。

▲参加した組合員

11 16
日

浦和支部
蕨市総合防災演習に参加

蕨市と同市自主防犯組織・町会などが主催した「令和7
年度蕨市総合防災演習」に参加しました。
同市と埼玉県電気工事工業組合との間で締結している

「防犯のまちづくりに関する協定」と「災害時における電気
設備等の復旧に関する協定」に基づき、地域の安全・安心
に貢献するために参加しました
午前9時にマグニチュード7.3、震度6強の地震が発生

したとの想定で、消防機関や自衛隊など各機関と市民が一
体となって防災訓練を開始。浦和支部参加者は午前11時
頃、ライフライン（電力）の復旧訓練として用意されたテ
ント内に照明器具およびコンセント設置作業を行い、発電
機により電源供給を行いました。

▲ライフライン（電力）の復旧訓練の様子

11 14
金

越谷支部
2025災害対策会議を開催

越谷コミュニティセンター4階欅の間で2025災害対策
会議を開催しました。
野口副支部長より「近年多発している災害に対して、

どのような応動や訓練が必要かを学び、組合員同士助け合
い、災害対策応動を確立していきたい。」と趣旨を説明。
大元副理事長より「災害発生時における電力関係の応動

について」の講演があり、会議の後には懇親会をしました。
近藤支部長は、「越谷支部では災害に対し早期かつ効率的

に応動開始・運用できるよう災害応動訓練を実施し、迅速
に対応できるように準備していきます。」と参加者へ協力を
お願いしました。

▲講演をする大元副理事長
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11 16
日

越谷支部
第30回吉川市民まつりに参加

市民交流センターおあしす等で開催された吉川市民まつり
に、村川顧問、近藤支部長、栁田副支部長・野口副支部長、
上野青年部会長、役員、青年部会員の8名で参加しました。
延長コード作成体験では、青年部会員が中心となり、子

供達がドライバーを使ってネジ締めなどの体験を楽しむ様
子が見られました。
電気ドクターの相談窓口コーナーでは、電気のお困りご

との相談を受け、支部活動のPRもできました。最後に近
藤支部長は「組合員とこの活動を通じて地域の方へ埼電工
組をPRしていきたい。」と語りました。

▲子供たちに丁寧に教える青年部会員

11 19
水

行田支部
吹上駅南口を彩るXmasイルミネー
ション設置ボランティアを実施

行田支部青年部会では、ボランティア活動の一環とし
て、吹上駅南口前にある噴水広場にて、クリスマスイルミ
ネーションの設置作業を行いました。
青年部会によるこの活動は、今年で２回目です。 
今回は行田支部の親会の青年部活性化委員会より多大な

るご支援をいただき、参加した部員たちの協力により、事
故なくスムーズに作業を進めることができました。
色とりどりの光が、駅を利用する皆様や地域の皆様の心

に明るく照らすことを願い、今後も、このような活動を通
じて地域貢献を継続してまいります。

▲イルミネーション取付作業の様子

▲参加した青年部会員 ▲集合写真

▲安全講話▲ヒヤリハット体験の発表

11 27
木

川口支部
わかゆり学園クリスマス
イルミネーションボランティア

川口市心身障害福祉センターわかゆり学園で、クリスマ
スイルミネーション設置ボランティアを行いました。この
活動は、川口支部青年部会の恒例行事となっています。
今年も11月から飾り付けを行い、年末まできらびやか

な光で学園内を彩ります。
今後も学園の皆様に喜んでいただける活動を続けていき

ます。

11 20
木

川口支部
労働災害防止安全大会を開催

「令和7年度労働災害防止安全大会及び全体会議」を開
催し、組合員39名が参加しました。
労働基準監督署安全衛生課長、埼玉県電気工事工業組合

副理事長より安全講話をいただき、組合員を代表して2社
がヒヤリハット体験を発表しました。
今年度の安全標語入選作品の表彰式後、安全の誓いを参

加者全員で唱和し、労働災害防止を誓い合いました。
川口支部の活動をホームページに掲載しています。
ぜひご覧ください。

https://setsubi-it.com/kumiai/kawaguchi/
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▲参加した組合員

11 29
土

熊谷支部
道路照明灯清掃ボランティア

熊谷市船木台地区内の道路照明灯清掃ボランティア活動を
実施しました。熊谷市の「スクマム！クマガヤロードサポー
ト」団体に登録しており、地域の環境整備に取り組んでいます。
組合員15社 16名が春日文化センターに集合。開始前

のミーティングでは、熊谷市建設部維持課の方からお礼の
言葉をいただき、安部支部長からは強風の中での作業の注
意事項が伝えられました。4班に分かれて高所作業車を使
用して清掃・点検を行い、事故や怪我もなく、無事に終了
することができました。
今後も市民の安全で安心な暮らしのお役に立てるよう活

動してまいります。

11 29-30 越谷支部
こしがや産業フェスタ2025に
参加

「こしがや産業フェスタ2025」に、近藤支部長、栁田副
支部長、野口副支部長、上野青年部会長、役員及び青年部
会員・住電工協力店の計14名で参加しました。
青年部会員が中心となり、延長ケーブルタップの製作体

験では、多くのお子様がコンセントプラグとケーブルタッ
プの配線接続やネジ締めに挑戦し、点灯確認ではみんなが
笑顔になりました。
電気ドクターの相談窓口では、多くの相談を受け、住宅

電気工事センターのPRを行いました。
近藤支部長は参加者へ感謝を述べ、「組合を知っていただ

き、地域社会に貢献できれば嬉しい」と語り、2日間のイ
ベントを締めくくりました。

▲イベントに参加した組合員

11 30
日

行田支部
「令和7年度鴻巣市総合防災訓練・
防災フェア」に参加

鴻巣市役所で実施された「令和7年度鴻巣市総合防災訓
練・防災フェア」に、鴻巣地区の組合員8名が参加しまし
た。当日は防災エリア内に「感震ブレーカー展示ブース」
を設置し、電気の安全利用に関するPR活動を行いまし
た。多くの来場者が立ち止まり、防災と電気設備に対する
関心の高さがうかがえました。
また、鴻巣市と当工組が締結している「災害時における電

気設備等の復旧に関する協定」についても、広く知られる貴
重な機会となりました。今後も関係機関および地域住民との
連携を強化し、安全・安心な街づくりに貢献してまいります。

土-日

▲参加した組合員

▲展示の様子



2212026  vol.195

支部活動報告

▲ 電線で作るかご作りと感震ブレーカーの普及活動

▲ 参加した組合員

11 30
日

志木支部
志木市民まつりに参加

たくさんのゆるキャラとカラフルなテント、とても楽し
い志木市民まつりに参加させていただきました。
当日は天気に恵まれ、小さなお子様から大きなお姉さま

まで親子連れやお友達同士、和気あいあいとかご作りにご
参加くださり大盛況でした。
感震ブレーカーの啓蒙は長年にわたり地道に続けてい

ます。
地域や人とのつながりを大切にこれからも頑張ります。

組合員の現況
（令和 7年 12月 1日現在）

支　部 組合員数
浦和支部 67
大宮支部 79
川口支部 75
久喜支部 60
行田支部 45
熊谷支部 44
秩父支部 32
小川支部 27
川越支部 64
飯能支部 58
所沢支部 66
志木支部 57
越谷支部 72
本庄支部 39
東松山支部 25
春日部支部 49
上尾支部 50
草加支部 48

組合員数合計 957

▲ 安全大会の集合写真

12 3
水

川越支部
労働災害防止安全大会を開催

「令和7年度労働災害防止安全大会」を北部地域ふれあ
いセンターで開催しました。
吉野川支部長の挨拶の後、東京電力PG㈱川越支社・地

域配電建設Gより「安全とは ?リスクとは ?」災害事例及
び災害防止について講話していただきました。
最後に「安全スローガン」を柴崎副支部長の発声により

参加者全員で唱和し、吉野川支部長による安全宣言・労働
災害防止を誓い、大会は終了しました。



23 1 2026  vol.195

訪 問
インタビュー

組合員

 電気工事を始めたきっかけ
父の病がきっかけで熊谷市に戻りました。最初に勤
めた会社では、当時の給与水準が非常に低く、将来を
考えたときに見切りをつける決断をしました。
その後同級生の紹介で㈱東電工業社の面接を受けま
した。元々電気科出身だったこともあり、仕事内容に
も興味がありました。面接でお会いした当時の先々代
の小椋安夫社長はとてもユニークで魅力的な方で、そ
の人柄に惹かれて入社を決めました。
実は当時、会社は経営的に厳しい状況にありまし
た。入社して 1年ほど経った頃、先輩から「早めに次

小
こ

暮
ぐ れ

　淳
あ つ

夫
お

様
熊谷支部　株式会社 東電工業社
　　　　　　　 代表取締役社長

 出身
出身は熊谷市です。深谷市に近い地域で生まれ育ち
ました。工業高校卒業後は都内の専門学校に通い、そ
の後 1年間ほど都内で医療機器のメンテナンスの仕事
に就いていました。

今回は、理事、熊谷支部副支部長の㈱東電工業社の小暮淳夫代表取締役社長にインタビューしましたので、事務
局の岩井と西井がお伝えしていきます。
ご出身から趣味、日々の仕事や経営への思い、組合活動さらには業界全体への考えまで語っていただきました。

▲インタビューを受ける小暮社長

の会社を探したほうがいい」と助言を受けたこともあ
ります。しかし、小椋安夫社長の人柄に強く惹かれて
いた私は、もう少しこの方についていこうと決意し、
働き続けることにしました。
困難な時期を乗り越える中で、会社に対する思いが
深まりましたし、社長の姿勢から多くを学びました。
今、代表取締役として会社を率いる立場になり、あの
時の決断が自分の原点になっていると感じています。
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 趣味
趣味は映画鑑賞です。特に映画館で鑑賞するのが好
きです。
好きな映画で今思い浮かぶのは、「E.T.」、「エレファ
ントマン」、「バック・トゥ・ザ・フューチャー」、「ラ
イラの冒険 黄金の羅針盤」です。
邦画で最近では、「国宝」や、第二次世界大戦時の駆
逐艦の映画「雪風」なども観ました。ラグビー観戦も
趣味の一つです。埼玉パナソニックワイルドナイツは
熊谷が本拠地ですので、この地域はとても盛り上がっ
ています。

 休日の過ごし方
車に乗るのが好きなので、休日は道の駅巡りをしま
す。夫婦そろって愛犬と一緒に出掛けます。道の駅は
それぞれ特色があるので飽きません。最近のお気に入
りは、栃木県益子町の道の駅です。ここはちょっと変
わった建物で、美味しいランチもいろいろあって、陶
器市をやっていたり、季節によっていちご狩りができ
たりするので楽しんでいます。

 幼少期、将来の夢、部活動
幼少期は気が弱く、人見知りでおとなしく、人前で
話すのは得意ではありませんでした。子供の頃の夢は
野球選手になることでしたが、熊谷市では少年野球よ
りもソフトボールが主流だったため、小学校ではソフ
トボールをしていました。中学校では野球部に入ろう
と思っていましたが、先輩の影響でバレー部に入部し
ました。高校でも続けてバレー部に入り、セッターを
務めていました。

 モットー
モットーは、できるだけ感謝の言葉を伝えることで
す。「ありがとう」という気持ちを社員のみなさんに伝
えることで、少しでもモチベーション向上につながっ
ていれば嬉しいです。

 苦労したこと
私自身が組合の活動を始めた当初、工事現場での経
験しかなかったため、苦労しました。組合員の方は、
親の世代から代々続いている方が多く、青年部会から
上がってきたりすると、既に多くの方と知り合いだっ
たりしますが、私は右も左もわからない状態でした。
しかし、活動するうちに、安部支部長が以前からお付
き合いのある方だったり、高校の同級生がいたり、電
気の仕事をやっている方はやはり、工業高校の電気科
の先輩後輩だったりと何かと繋がりがあり、色々と教
えてもらうことで助けられました。

 顧客や工事の種類、営業活動
主な顧客は、市内の病院や老人ホーム関係です。昔
からのお付き合いがあり、継続して仕事をいただいて
います。
工事としては、公共工事や土木系の仮設工事が多
く、関東の高速道路の仮設工事や、長野県のリニア中
央新幹線のトンネル工事、秋田県のダム、北海道の泊
原発の防潮堤の仮設工事、群馬県の八ッ場ダムの仮設
工事など、遠方や大規模な工事にも関わっています。
営業活動については、先々代からの経営方針で「現
場営業」が主体です。現場監督がお客様とコミュニ
ケーションを取り、仕事ぶりを評価してもらうこと
で、次の仕事につながるという形で仕事を獲得してい
ます。

▲熊谷市総合防災訓練（熊谷荒川緑地自由広場）▲熊谷市総合防災訓練（熊谷スポーツ文化公園　彩の国くまがやドーム）
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 採用活動
人材紹介会社やネットでの求人募集を行っています
が、採用には苦労しています。地方は都心と比べて賃
金が安いため、都心に人材が流出する傾向がありま
す。新卒の採用も難しく、今年は高校卒業生を 1名採
用できた程度です。
現在、派遣社員を 3年勤続後に正社員に登用でき
る制度を検討しています。また、資本業務提携をした
関彰商事株式会社を通じて、ベトナムのハノイ大学か
らの外国人採用も戦略として視野に入れています。た
だ、文化や考え方の違いもあるので、慎重に進める必
要があると感じています。

▲社員の方と和やかに

 電工以外だったら何をしていたか
病院関係の仕事ですね。医療機器のメンテナンスの
仕事に関心がありました。姉といとこが看護師だった
こともあり、医療の仕事が身近にあったことが影響し
ていたので、レントゲンの機械や、透析の機械などの
メンテナンスをしていたと思います。

 社員に期待すること
事故や怪我のないようにしてもらいたいというのが
一番です。
無理をせず、現在の状態を維持していってもらえれ
ばいいと思います。また、技術の進歩が速いため、そ
れに対応するために日々勉強をして学びを続けていく
ことも期待しています。

 会社の経営目標、経営方針
経営目標として、お客様の「安全、満足、信頼」を
目指します。また、社員に対しては特に、多様な働き
方への対応は社員のために重視しています。建設業界
では現場の時間に縛られるため、働き方改革の実施は
難しいですが、土日に関係なく休める時に休むという
柔軟な対応をしています。

 尊敬する人
尊敬する人は、先々代の小椋安夫社長です。会社の
資金繰りを安定させた人物です。また、上司として私
を育ててくれた先代の中嶋明彦社長も尊敬しています。

▲熊谷支部ゴルフコンペ

▲仕事をする小暮社長

▲コンプライアンス研修

▲熊谷支部親睦旅行
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 役員を引き受けたきっかけ
現支部長である安部支部長にお声がけいただいたこ
とがきっかけです。熊谷支部では上の世代と下の世代
の間に年齢的な空白がある状況ですので、私が加わる
ことでその橋渡し役となり、世代間のつながりを深め
る一助になれればと思っています。

 組合に期待すること
組合には、人手不足や資材不足といった課題に対し
て、横のつながりを活かしながら互いに支え合える仕
組みを築いていただきたいと考えています。仲間意識
を持って活動できるよう、組合にはその先導役として
の役割を果たしていただければと思います。
また、新しい技術に関する研修や講習会を開催し、
情報提供と学びの場を提供してほしいと考えています。

 組合の活動
組合活動としては、支部のボランティア活動とし
て、熊谷市の防犯灯の清掃活動などを毎年行っていま
す。昨年は妻沼地区の清掃を行いました。

 組合以外の地域の活動について
彩の国ロードサポートの活動を行っており、石原駅
から踏切までの約 350mの区間の清掃を年に 4回実
施する活動をしています。

 組合に加入したきっかけ、よかったこと
会社は古くから組合に加入しており、先々代の小椋
安夫社長が熊谷支部の青年部会の初代創設者であった
経緯があります。
組合に入って良かったことは、横の繋がりができた
ことです。社長という立場になり、定例会などに出席
することで、普段では知り合えない様々な人と知り合
うことができ、助け合いや相談ができる関係を築けた
ことに感謝しています。

 電気工事業界のこと
電気工事業界は、AIが進んでも建築関係や介護関係

と同様に「絶対になくならない仕事」であるという強みが
あります。しかし、なぜ人手不足なのかというと、人気が
ないことが課題だと感じます。若い世代は高給よりもリス
クや責任を負わない働き方を好む傾向があり、業界の魅
力が伝わりにくい状況です。また、昔は残業が評価につ
ながりましたが、今は残業していると能力が低いと見なさ
れるなど、仕事への評価の捉え方も変化しています。
電気に携わる人を増やしていくためには、電気をつ
なぐ楽しさなど、「物を作る楽しみ」を広める必要性を
感じています。技術を持った人がいなくなると、コン
クリートの建物は形として完成しても、電気工事が十
分に行えず、生活に必要な機能が損なわれるのではな
いかという危惧を抱いています。
また、昨今の効率化優先の流れが、安全確認を怠る

「手抜き」につながる危険性も感じています。「必要な
手間」を「面倒なこと」として省くことは効率化では
ない、という安全性への意識徹底が業界全体をより良
くしていく鍵になると考えています。

 所感
柔らかな表情や優しい話し方の奥には、これまで厳し
い仕事や現場で培われた確かな経験と知識があり、その
裏付けから語られる組合への期待や業界への懸念、必要
な取り組み、そして対策を考え続ける「社長としての顔」
が印象的でした。会社の入り口には華やかな柑橘系の香
りのアロマが漂い、お客様や社員への細やかな気配りが
感じられます。社員の皆さんが「社長はとてもやさしい
方です」と話しており、その姿をよく表しています。こ
れからも理事、熊谷支部副支部長として、組合活動を盛
り上げていただけることを期待しています。

▲彩の国ロードサポート

▲愛犬

▶ 社屋を照らす
イルミネーション
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草加支部  10/8 水

スミセイ健康チェックイベント

住友生命保険より挨拶

定例会に、住友生命保険　越谷支社の５名にお
越しいただき、「スミセイ健康チェックイベント」
を開催しました。
はじめに、グループ共済制度の三大疾病保障の

メリット等について説明がありました。
イベントでは、器具に手のひらを乗せて、普段

の食事での野菜摂取量の検査を行いました。
また、血管年齢の測定や、握力測定も行いまし

た。握力は認知症にもつながっていると教えてい
ただきました。
 出席した組合員の方は積極的にイベントに参

加していました。
これからも楽しい定例会を目指していきますの

で、ご出席をお願いいたします。

青年部会  10/9 木

青年中央会 創立 50周年記念式典に参加

式典参加者

川越プリンスホテルにおいて、埼玉県中小企業
団体青年中央会 創立 50周年記念式典が盛大に開
催されました。
青年部会からも多くの役員が参加し、半世紀に

わたる本会の歩みを振り返るとともに、次なる飛
躍への決意を新たにしました。
記念式典では、藤間太郎会長の挨拶に続き、大

野元裕埼玉県知事、小谷野会長の祝辞の他、埼玉
の人気マスコットも登場し、知事を交えた撮影や
交流で会場は大いに賑わいました。
大学生和太鼓グループ「魂」による迫力の演奏

や㈱協同商事の社長の講演も行われ、懇親会ではフ
レアバーテンダーショーなど多彩なアトラクション
で大盛況となり、埼玉愛あふれる式典となりました。

越谷支部  10/10 金

チャリティゴルフコンペ開催

ゴルフコンペ参加者

茨城県のフレンドシップカントリークラブにお
いて社会貢献を目的にチャリティゴルフコンペを
開催しました。大会には、組合員、他支部、電材
業者合わせて 34名が参加しました。始めに近藤
支部長が「寄付金は、越谷市を通じて、子どもた
ちの育成のために役立てていただきます。普段な
かなか顔を合わす機会がない方たちと、親睦を兼
ねて楽しんで下さい」と挨拶し、９組に分かれて
スタートしました。
参加者は練習の成果を発揮してプレーを楽し

み、最後に表彰式を行い、交流の輪が広がるチャ
リティゴルフコンペとなりました。

行田支部  10/11 土

こうのす花火大会で結束を強化

花火大会を楽しむ参加者

羽鳥副理事長をお招きし、総勢10名で「第22
回こうのす花火大会」の鑑賞会を開催しました。
今年度は、「青年部会活性化委員会」が発足し

たこともあり、会員同士の連携をさらに強めよう
と企画しました。
当日は開催直前まで雨が降っていましたが、会

の熱意が通じたのか、花火が始まる頃には雨が上
がりました。
特に、最新技術を駆使したドローンショーや、

ギネス世界記録にも認定されている圧巻の四尺玉の
打ち上げには、会場から大きな歓声が上がりました。
今後も、会員一同が一致団結し、活動をさらに

盛り上げてまいります。

支部・組合員のひろば
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川越支部  10/14 火

親睦ゴルフコンペの開催

ゴルフコンペ参加者

森林公園ゴルフクラブにおいて、親睦ゴルフ大
会を開催しました。
当日は心配された雨も降らず天候に恵まれ、電

材業者様、志木支部様、組合員様合わせて 17名
がプレーを楽しみました。終始和やかな雰囲気で
親睦を深めることができ、大変有意義なゴルフ大
会となりました。
今後とも皆さまとのご縁を大切にし、より一層

絆を深め、今後の支部活動のさらなる活性化につ
ながることを願っております。
支部活動を随時HPに掲載しています。 

是非ご覧ください‼
https://setsubi-it.com/kumiai/
saidenko-kawagoe/

草加支部  10/27 月～ 10/29 水

創立 40周年記念親睦旅行

電車前集合写真（左）　黒部平集合写真（右）

今年度草加支部は創立40年を迎え、記念の親
睦旅行を2泊3日で開催しました。参加者は14名
で、旅行先は黒部ダム・立山アルペンルートでした。
大宮駅から新幹線で宇奈月駅へ行き、黒部ト

ロッコ列車に乗りました。埼玉は快晴でしたが宇
奈月は雨、それでも参加者の行いが良いので駅に
着くたびに雨はやみました。
2日目は立山アルペンルートでバスやケーブル

カーを乗り継ぎ、黒部ダムを見学。ふもとは紅
葉、上は雪と霧という対照的な天気で、上では景
色が見えませんでした。
3日目は天気も良く、美しい紅葉を見ることが

でき、お寺を参拝し帰路につきました。
秋~冬を満喫し、支部長や参加者の方の親睦

を深める旅行となりました。

青年部会  10/25 土
　関青連　第14回会員大会に参加

埼玉県の参加者一同

関東電気工事青年部連合会は、茨城県水戸市で
第14回会員大会を開催し、当工組青年部会から
も多くの会員が参加しました。
大会は「ツナグ ～ひと・まち・しごとを電気

で明るく～」をテーマに、レクリエーションとし
て各都県混合チームによるバブルサッカー大会が
行われ、参加者は和やかで活気ある雰囲気の中、
笑顔で交流を深めながら爽やかな汗を流しました。
続いて、記念式典及び懇親会が開催され、各都

県代表による活動報告が行われ、青年部会の取り
組みや成果が改めて共有されました。
大会テーマのとおり「ツナグ」を実践し、参加

者全員が一体感をもって交流を深める、意義ある
大会となりました。

草加支部  11/7 金

健康診断とインフルエンザ予防接種

採血、眼圧検査

八潮市商工会において健康診断を実施しました。
12事業所、66名の方が参加し、午前中をかけ

て診断が行われました。
身体測定、血圧測定、血液検査、聴力検査、腹

囲測定、心電図、レントゲン等の一般検診の他
に、希望者には胃のⅩ線検査（バリウム）、腹部
超音波検査も行いました。
また、すでに埼玉県ではインフルエンザ流行注

意報が発令されていることから、予防接種を希望
した多くの方が接種を受けました。
健康診断は病気を早期に発見するための大切な

検査です。自分の健康を過信せず、ぜひ受診して
ください。
支部では毎年健康診断を実施していますので、

この機会にぜひご参加ください。

支部・組合員のひろば
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本部事務局  11/7 金

全日電工連組合保険エキスパート会議に参加

組合保険エキスパート会議参加者

全日本電気工事業工業組合連合会は、保険の最
新情報の共有および意見交換を目的とし、「組合
保険エキスパート会議」を開催しました。
当工組には全日電工連認定の有資格者が４名お

り、代表して西川潤総務部長が参加し、会議では
福利厚生制度の重点事業や、組合保険エキスパー
トの役割、加入状況、高額支払事例等について説
明がありました。
意見交換会では、「加入勧奨に役立つ視点・キー

ワード」をテーマに活発な議論が行われました。
本会議を通じ、組合員の皆様に、より一層お役

に立てる福利厚生事業の推進に向け、役割と責任
を改めて確認する機会となりました。

青年部会  11/19 水

持ち回り役員会 in川越

持ち回り役員会参加者

川越市内で令和 7年度持ち回り役員会（川越
支部設営）を開催しました 。
持ち回り役員会は各支部青年部会の活性化を目

的に年 1回輪番で行われております。
役員会では、出向先・各支部活動報告のほか、

本会役員と青年部会役員の合同会議の計画など慎
重に審議を行いました。
役員会後は、懇親会も開催し、川越支部の吉野

川裕之支部長をはじめ、支部役員 3名と、支部
青年部会員 2名も参加し、有意義な時間を過ご
しました。

志木支部  11/28 金

青年部会　ボウリング大会

楽しいボウリング

新座市のCKボウル様にて恒例の青年部会主催
ボウリング大会が行われました。
小さなお子様もボウルを転がす滑り台を使って

ゲームをしたり、小学生は大人顔負けの力持ちさ
んもいて周りからは思わず拍手と歓喜の声があが
りました。
２ゲーム投げ終わりその後の表彰式がまたワク

ワクです。美味しい食事をいただきながらの順位発
表を行いました。抽選ボックスから当たりを引いて
喜んでいるのは大人も子供も変わりありません。
みんなが楽しめるイベントで日ごろの疲れやス

トレスを発散！主催した青年部会さんに感謝いた
します。

熊谷支部  11/9 日～ 11/10 月

親睦旅行を開催

親睦旅行参加者

熊谷支部では、組合員１５名で親睦旅行に出かけ
ました。
初日は鶴岡八幡宮の静かな杜に心を澄まし、江ノ

島では秋の陽光にきらめく海原をゆったり眺めまし
た。湯河原温泉では湯けむり漂う宿で語らい、心身
ともにくつろぎました。
翌日は国会議事堂を訪れ、赤い絨毯が伸びる廊

下や高い天井の荘厳さを感じながら、国会予算委員
会を見学し、高市新総理大臣の答弁にも耳を傾けま
した。迎賓館の端正な佇まいも深く印象に残り、非
常に有意義な経験となりました。
今回の２日間は、学びが多く楽しい旅行となりま

した。

支部・組合員のひろば
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春日部支部  11/29 土
ボウリング大会を開催

ボウリング大会参加者（左）　多数の景品を用意（右）

杉戸町のビッグボール杉戸にて「ボウリング大
会」を開催いたしました。
青年部会との共同開催で、春日部支部組合員の

皆様をはじめ、従業員やご家族の皆様にも幅広く
ご参加いただきました。
当日は 2ゲームを行い、ストライクやスペア

が出るたびに歓声が上がるなど、終始にぎやかで
楽しい時間となりました。多数の景品も用意さ
れ、ゲーム終了後には笑顔があふれるひとときと
なり、参加者の皆様に大変喜んでいただきました。
今後も春日部支部では、組合員の皆様やご家族

の交流の場となる活動を企画してまいります。

①所属支部　②代表者氏名　③年　齢　④住　所　⑤電話
番号　⑥ FAX 番号　⑦主な工事内容　⑧企業方針　⑨趣　　
味　⑩加  入  日　⑪加入紹介者　⑫組合に入って一言

エスジェイサービス 株式会社

支部・組合員のひろば

①熊谷支部
②山田　祥男
③ 61歳
④〒360-0017　 
熊谷市小曽根 401-1

⑤ 080-6614-2285
⑥ 048-558-0272
⑦住宅、賃貸住宅など
⑧環境にやさしい工事店
を目指します。

⑨スポーツ観戦、ルアーフィッシング、船釣りなど
⑩令和７年（2025 年）12月1日
⑪株式会社カイゴテック　安部　末明 様
⑫会員皆様のお仲間入りをさせていただきます。
今後ともよろしくお願いいたします。

SKT 株式会社
①久喜支部
②染谷　直寿
③ 43歳
④〒349-0205　 
白岡市西10-2-16-102

⑤ 0480-53-3508
⑥ 0480-53-3509
⑦病院、マンション、公
共施設の照明や電気設
備改修、ＥＶ充電、太
陽光　他工事 

⑧暮らしを支える電気のプロとして、迅速・誠実・
丁寧なサービスで社会に貢献する。

⑨ゴルフ、ボウリング
⑩令和７年（２０２５年）１２月１日
⑪株式会社弓木電設社　弓木　大輔 様
⑫新参者ですが、よろしくおねがいいたします。

①飯能支部
②清水　淳
③50歳
④〒354-0036　 
富士見市ふじみ野東
2-6-2-103

⑤ 049-256-9457
⑥ 049-256-9458
⑦ビル、住宅など
⑧高品質なお客様対応と
技術

⑨筋トレ
⑩令和７年（2025 年）12月1日
⑪株式会社ウェーブゼンケン　後藤　健 様
⑫業界の発展に尽力いたします。

新加入組合員紹介

祥栄電設
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各制度の詳細につきましては、専用のパンフレットをご用意しております。

080 -050-02141
受付時間／平日 9：00～17：00（会社定休日を除く）

取扱幹事代理店：東芝保険サービス株式会社　　引受保険会社：損害保険ジャパン株式会社　東京海上日動火災保険株式会社

■お申込み・お問い合わせは
　各支部（地区本部）・工組、または東芝保険サービス（株）までご連絡ください。

ゼン ニ  チ ヨ  イ

「会社経営」と、「従業員の生活」を
さまざまなリスクから守ります。

[全日電工連認定 せいかつ総合保険制度]
暮らしのリスクから「従業員の生活」を守る。暮らしのリスクから「従業員の生活」を守る。暮らしのリスクから「従業員の生活」を守る。

所得補償
休業中の
生活費を
サポート

個人賠償責任補償

他人への
損害賠償に

他人への
損害賠償に

介護補償

介護に係る
初期費用を
カバー

がん補償

がん治療に係る
出費への備えに

休
生
サ

係る
えに

る
をに

本制度のメリット

無審査 シンプルで
加入しやすい 手続きが簡単

取引先情報の申告は
不要です。

（取引先を問わず補償します。）

売上高ごとの補償プラン
選択方式のため

めんどうな保険料計算が
不要です。

ご加入は加入申込書1枚
を提出するだけです。「貸倒れリスク」を

補償する

全日本電気工事業工業組合連合会
TISCO承認番号：25A-9346

[全日電工連 認定損害保険制度][全日電工連 認定損害保険制度]
業務のリスクから「会社経営」を守る。

[全日電工連認定 取引信用保険制度][全日電工連認定 取引信用保険制度]
組合員の皆さまの「貸倒れリスク」を補償する。

工事物件・資材への保険

組立保険制度
従業員へ労災の補償

業務災害補償制度第三者損害賠償制度
第三者への損害賠償

補償範囲が

ワイドプラン

大好評
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さいたま営業所 〒331-0812　埼玉県さいたま市北区宮原町2-71-17 TEL 048-651-3320 FAX 048-651-3314
多摩営業所 〒205-0023　東京都羽村市神明台2-6-1 TEL 042-578-5222 FAX 042-578-5225  
本社 〒168-0081　東京都杉並区宮前1-17-5 TEL 03-3332-1111 FAX 03-3332-1103
東京ショールーム 〒168-0081　東京都杉並区宮前1-17-5 TEL 03-3332-1102 FAX 03-3332-2949

ガンマ波（40Hz）の波長を持った光に
ボタンひとつで切り替え可能。
現在注目されている技術を、
シーリングライトに搭載しました。

ガンマ波の光
ガンマ波機能搭載
GAMMA PLUS

メラトニン（睡眠ホルモン）
の分泌が抑制され、
覚醒が促される

メラトニン（睡眠ホルモン）
が分泌され、
睡眠へと促される

覚醒を促す朝の強い光

眠気を誘う夜の穏やかな光

朝､昼に十分な光を浴びることができず､
夜間にはたくさんの光を浴びてしまう。
さまざまな室内環境や生活習慣で生体リズムが崩れ､
睡眠に問題を抱えている人が増加しています。
必要な時間に必要な光で生体リズムを整える｡
オーデリックは室内空間に
1日中最適な光環境をもたらすあかり
「LC-FREE CIRCADIAN / サーカディアン照明」で､
快適なくらしをサポートします。

光で生体リズムを整える

サーカディアン自動調光・調色
CIRCADIAN

リモコンで
お好みの起床時刻と就寝時刻をセットするだけ。後は時間の経過に合わせて、毎日自動で調光・調色。

サーカディアン自動調光・調色リモコン

起床・就寝時刻セット後は、
時間の経過に合わせて
最適な光が自動で調光･調色されます。

起床時刻 就寝時刻

7:00

明るさ
明

色温度
20000K
（アズール色）

図はイメージです

暗

2700K
（電球色）

12:00 16:00 21:00 0:00
起床

（自動で点灯）
就寝

（自動で消灯）

0:00

消灯 消灯

ガンマ波（40Hz）の光とは
ガンマ波（40Hz）の光に脳の視覚野が反応し、脳波が同調（ガンマ波の脳波が流れる）。脳内のガンマ波は「脳内
のゴミ」と言われている異常なたんぱく質の減少を助けるはたらきがあるのではないかと期待されており、最新の
研究では人に対して一定の効果が示唆されました。また、研究では脳内の異常なたんぱく質の排出がうまくいか
なくなると、神経細胞に異常が起こり、やがて脳の萎縮につながる可能性があるとも言われています。

参考文献
・ Iaccarino, H. F. et al. Gamma frequency entrainment 
attenuates amyloid load and modifies microglia. 
Nature 540, 230-235 (2016)

・ Selkoe, D. J. Alzheimer’s Disease--Genotypes, Phenotype, 
and Treatments. Science 275, 630-631 (1997)

・ 「認知症施策の総合的な推進について」（厚生労働省）
・ Yang, Y.-H. Potential efficacy of 40 hertz multi-
luminaire light to behavior and psychological syndrome 
of patients with alzheimer’ s dementia. AD/PD (2024)

・ Li, K. Y. et al. Exploring the impact of 40 Hz multi-
luminaire light exposure in Alzheimer’s dementia: insights 
from a convenient sampling, non-randomized case‒
control study, Journal of Neurology 271, 5425-5432 (2024)

視覚野

ガンマ波の光

ボタンひとつでガンマ波（40Hz）モードに切り替え
リモコンの【GAMMA】ボタンの【ON】を押すと、LED の光が40Hzの周波数を持った光に変化します。
（全光束の 1％程度の増減幅で変化します。【OFF】を押すと通常の光に戻ります。）

LEDに流す電流の波形イメージ（縦軸：出力電流 [mA]、横軸：時間 [ms]）

GAMMA 【OFF】：一定の電流

調光・調色用リモコンの
画像です。

GAMMA 【ON】：25ms 周期で出力が変動

光が健康をつくる時代に、
オーデリックから新しいあかり、
2つのWELLNESSシリーズを提案します。

詳細はこちら

▲
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新加入賛助会員紹介
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